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Research Abstract

予定していた造⾎傷害性T細胞クローンの認識するペプチドの同定は,T細胞クローンの維持が困難となったため,⽅針を変更し,HLA-DRB1^*501陽性のシクロスポ
リン(CyA)依存性再⽣不良性貧⾎(再不貧)の⾻髄で優勢に増殖しているT細胞クロノタイプと,再不貧患者末梢⾎リンパ球におけるheat shock protein (hsp)70の発
現について検討した.輸⾎歴のないCyA依存性の2症例において,クローン性増殖を⽰すT細胞のVβファミリーのうち,両例に共通していたのはVβ15のみであった.そ
こで輸⾎既往のある2例を加えた4症例について,⾻髄Vβ15cDNAのCDR3領域のアミノ酸配列を決定したところ,2例において類似のモチーフ(DLTXGP)を持つクロー
ンがそれぞれ全体の72%,18%に検出された.したがって,免疫機序による再不貧では,このような共通のCDR3モチーフに対応した抗原が発症に関与している可能性
が⽰唆された.⼀⽅,造⾎傷害性T細胞クローンの対応抗原の検索過程で,CyA反応性の患者の末梢⾎単核細胞では,hsp70が容易に誘導されるこが観察された.そこ
で,hsp70の発現亢進が再不貧の免疫機序と関係しているか否かを明らかにするため,再不貧を含む⾎液疾患患者の末梢⾎リンパ球中のhsp70の発現をフローサイト
メトリーとウェスタンブロッティングを⽤いて検討した.in vitroでの熱ショックによるリンパ球中のhsp70の誘導は,健常⼈,⾻髄異形成症候群,CyA無効の再不貧患
者などでは検出されなかったが,CyA反応性の再不貧患者では全例のリンパ球に検出された.hsp70の発現はT細胞,⾮T細胞の両者に認められたがT細胞に優位であっ
た.したがって,T細胞にhsp70の発現をもたらすような抗原刺激が再不貧発症の免疫機序に関与していることが⽰唆された.
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